
刑務所の「いま」を知る写真展

[入場無料]
2019年 1

午前11時～午後4時

・京都市営地下鉄烏丸線「くいな橋」駅下車、東へ徒歩約8分
・京阪本線「深草」駅下車、西へ徒歩約12分

最終日1/19［土］は午後3時まで
1/13［日］は休館

水9
1

土19

レディング大学(イギリス)　NPO法人監獄人権センター
（Unive r s i t y  o f  Read ing）　　（Cente r  f o r  P r i s one r s ’  R i ght s  J apan）

Cr imeInfo
龍谷大学深草学舎 至心館2階 パドマ
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CrimeInfoについて
英・レディング大学とNPO法人監獄人権センターによる欧州委員会助成
プロジェクトです。
死刑制度に関連する様々な情報、審議型意識調査に関する映像ドキュメ
ンタリー、死刑をめぐる諸問題についての論文・エッセイ集などを掲載
したウェブサイトを作成し、死刑を始めとする刑事司法制度への市民の
理解を深め、市民社会による諸課題への取組みを促進することを目指し
ています。

ht tps : //c r imeinfo. jp/
E-ma i l│info@cr ime in fo . jp

協力：龍谷大学 人間･科学･宗教オープンリサーチセンター |  龍谷大学 矯正・保護総合センター 刑事司法未来プロジェクト

［TEL］075 - 645 -2184  ［FAX］075 - 645 -2240
［E-mai l］c r imrc2016@ad . r yukoku . ac . jp
［URL］ht tps : //c r imrc . r yukoku . ac . jp/
［Twi t te r］@Ryukoku_Cr imRC

Tw i t t e r

Cr imeInfo

龍谷大学 犯罪学研究センター共催･お問合せ

撮影
鬼頭佑輔/木村戒/佐藤海帆/生原かれん
松村誠也/横山渚

撮影･展覧会/ディレクター

　上田 耕一郎（東京工芸大学芸術学部写真学科准教授）
撮影･展示/構成

　田中 仁（東京工芸大学芸術学部写真学科教授）
プリント･展示/コーディネーター

　菅泉 亜沙子（東京工芸大学芸術学部写真学科助手）

（五十音順）

刑務所の一日を知っていますか？
アクセス 市民が刑務所の[いま]を撮った、日本で初めての写真展です

朝は6時45分に起床。点呼、朝食の後、朝8時から夕方4時40分までの刑
務作業。途中に運動や昼食、休憩をはさみますが、刑務作業中は私語厳
禁。よそ見厳禁。トイレに行くときは手を挙げて、刑務官から許可をも
らいます。

厳しい規則、規律正しい生活、自分の意思で自由に行動することが許さ
れない日々の中にあっても、夕食の後はクラブ活動や、読書、テレビ、
家族や友達に手紙を書くなど、ひとときの休息があります。

受刑者の社会復帰、再犯の防止に注目が集まっています。市民にとって
の安心･安全な社会をつくるために、罪を犯した人を社会としてどう受け
入れるのかが課題となっていますが、彼らが刑務所でどのような日々を
過ごしているのか、一般的にはあまり知られていません。

法務省矯正局、各刑事施設による全面協力のもと、東京工芸大学芸術学
部写真学科で学ぶ６名の学生が刑務所･拘置所に入り、写真撮影を通して
受刑者の日常に触れ、それぞれの感性で表現しました。日本の刑務所の
「いま」を知ってください。

至心館2階 パドマ


